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関学十周年記念号発刊に際して

毘こにユ通は相川r　牙二号を発刊致します。

この会報が皆さんのお手許に着く頃には，大学金体が10周年記念行事で振

っていることでしよう○私達生物研究会も，これを記念してここに，ほんの

ささやかなる会報を発刊できましたことはひじよう．こ嬢しく思います。

でも皆さんが一貫を的けて．失望してしまわれるかもしれないと周、うと．

とても心配です。この長い間．先輩諸兄の作られてきた会報を比較してみま

すと．私達のそれが．しこかに無力なものかよくわかるからです。

どうしたためか，この2．5年前から生研の活動はすっかり衰えてしまっ

ているようでした。私達批点はこれをどうにかして以融の生研（それがいか

に活発だったか保存されている会報より想像できます。）にもどそうと努力

致しているところです。そして．昨年より．会報の発刊もでき．どうrこか活

動し始めました。

今後．私達の努力の足りない点．お気付きの点などについては．藷先生，

先班．並びに同好のよしみある諸兄より．肋喜．叱責を得生研のよりよき活

動を念胞致します。

1959年11月　　　堀　田　宗　浩
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少年の　日　の　植物学

山　根　銀五郎

組物に心をさそわれるようになったのはいつの頃だるうか。小学校の五年位のときに，廃のぐ

みの木船下に一米平方ばかりの囲いをして黄色の大輪のすいせんを植えたり，失事菊の睦子をま

いたりしたの智覚えている。ツヤクヤクの芽が早春の土から顔を出すなつかしさは今思い出して

もなつかしまれる。

やはりその頃ではないだろうか。九つ上の長兄が日本アルプス白馬岳にのはって．お花畑から

とってきた高山植物の席某を10数薬もらった。干らぴたもので美しくなかつたが，日本アルア

スなる未知の杜界の賜ものとて．少年の日にはかけがえのない宝ものだった。ミヤマキγ′くイや

トカクシヨ可の名をいまだに覚えている。

父の郷盤からとしとった伯母がたずねてきたとき．その兄が伯母を案内して幼い兄弟をひきつ

れて鉦倉見物に出掛けた。今は1時間もかからず電車で1走りの砕倉だが関東大震災前の頃だっ

たから．もちろん汽革で1日がかりの遠出だった。鶴ケ岡の八幡宮に緒で．長谷の大仏を仰いだ

後●稲村ケ崎を廻って七星ケ浜に出た○波打ぎわで線の海藻●紅い海藻をひろって帰つ牢○水に

l浮べ．サラダを敷いて海藻の辟本をつくった。　　　　　　　　　　　　　　　l

‘年生の頃には鉱吻標本にとっつかれて．冒い為さった。もちろんわずかな小傾憾画‘うちで

胃うむだから知れたもの．だが○学校の帰りに飯田橋のガ1－ド下の醇にあった岩本鉱物店に友達に

′っれられて行った。方解石．ザタロ石．葺鉄鉱．玉石の結晶など陶をわくわくさせてポケットに

入れて帰る。菓子折の木箱を厚いポール箱で仕切って．．白い笥悔組を敷いては丁題に納めた。自

然金，自然銅…・クジャク石…・。そのような箔が7つ位たまって行った。大正・12由の大震災

のときには0月1日とて2学期の始業式から囁って一この鉱物標本をたのしみにいじりまわして

与．・るときだった○なにか訳が解らずに棚から落ちそうになる標本を両手でしっかりおさえたが．

やがて轡ま落ちて砂確りをあげる始末にビック．リしてやつと縁側から顔にとび下りね家は10

度以上も傾いた○ゆれる緑から由ことびおりるのも仲々むずかしいことを知った0．この震災で東′

京も一変し，自分の少年時代も終って．やがて串学校に行くことになる。

由学校は五坤とい？て当時甲新しい‘行き方と，して瑠料教育を惇ぽうした。生物学会という団体
I

があったのでなんとなく入った。博紡教皇の準備室に入れるのがなんとなくうれしく胸をときめ

かした。上級生につれられて，外房州の御宿に哺採集に行った。波の荒い岩浜に名甘知らぬ海

藻てゴツソりある。訳も分らず胴乱につめこんで．家に帰ってから標本にした。浜でひろった紫

色の小さい巻貝がとても珍しいものだと折紙をつけられたが．これは敵っておいたうちになくな

ってしま・つた○

畳休に入るを一過蘭位の信州旅印こ学校からでかけた。長野市の後ろの戸隠山に行った0山に

登るのなんかはじめてで．都会育ちの自分には1木1草が珍しい。イワがカミとかダイキソジソ

ウとかオヒョウとか造った標本ほ珍重そのものだった。岩先にさいていたグγナイフウPウの1

＿・＿・．2　－



溝を草をのはしてとりたよるこびも忘れない◎

その頃だったろうか。その盤駿学会で代る代る研究発表√？）慰するのだが。潤の晩かいた図

をつかって細胞分裂甲話をした。ボーッとなってしまって．終ったときにほドアを排して廊下に

l出て吼こあたった。

伊藤長七先生という規のすっかりはげた先生がこの新時代を樺ポウする由学の校長先生だったe

洋服も背広風で，金ポタソだが，陶はあいてツケ‘ネクrタイ）をしている○この校長先生の奨励

のだめだろうその生物学会（？）にきていて．自分が廊下に出たあと，「今ゐ生徒は戸隠山では

きれいな歌を散ったr別れの夜の茶話会）。今きてみれば同じ生徒が立派な研究発表をしている

…・」。あとにもさきにもこんなにはめられた叫ま1度だけしかない。

この会で生物学会報という幻を出していた。ずい分厚い時事ずりのものだった。一文管掌して

投稿した。「踵の起源」智よんだので生存虎帝についての．同種闇の鞄が異砿間の虎争よりは

げしいことについてのことだった。

2年のときだったろう。その後校友会細誌にも生物単独的なことをかいた。2つとも戦災でやい

てしまって手許にない。由学校も焼けたのでどこにもないだろう。

高校に入ってからは武改野咄逸した○林の由隼やアナた野草に限りない愛着を覚えたものだ○

井ノ琉公園から玉川上水のあたりの林，野火止の平林専あたりはいく密行ってもあきなかった。

その頃を凱・出すとソ・採った植物の率よりも一野草に托された青春の夢が今鞋なつかしく酔って

－くる；

（　34．11．7．．1

－簸　筆者は鹿児島大学文理軍部教授（怨学博去）

「メ　ヒルヰ」於喜入村
l

文理．生物専攻　　絵　本　こ熔　夫
l＿1

メヒルギの巳生地叫ヒ眼は生見に生育しているものがそうであるが．まだその群落はあまり丸

きくないよっで．；むしろ私は雇人村のものが観察するのには好都合だと思う0

．私は峰，7月9日にここに訪れたが，以下その時のi乳寮を静やてんる。左図は簡単なその群

落の見服図であるが．長さ100米粒のものを締めたものである。メヒルギはちょうど開花期に

あたって．白色幾分線色を帯びている花咽花弁を一斉に開いている長巾だった。

－　さ　－．
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この植物がマツヨイグサの煩に近接かと思うと不息諮な気がする。桝の甲折も花弁にぶら下っ

ている○水盤ならとつくに落ちているはずのものを．今だにぶら下げているのはこの構坊の一つ

の特椀かもしれない。

見取図でもわかるように．メヒルギの生育範囲は道路と砂との間である。しかもその砂は年々

その抱囲を広げるもので考慮すべきものではなかろうか。

元来メヒル璃ま周知の如く．所謂マソグローブ植物で．熱帯・亜熱帯の浅髄の泥土に生育する

もので，その胎生は有名な事実である。ところが，おどろいたことに．牧等の少数ではあるが，

砂の中に板をおろし，その上に甲折を．5，d水落しているのがあうのだ。今私は道で．区切ら

れているのをそれぞれA．Bと記して論じて行きたいと患う。

Bの方はほとんどが2米単程でAの方に比べて全体として大きく明に最も古く漠斎したものと

思われるが．生育錮薗ま．ロブシ大の石でぎっしりと敷きつめられ．粘土質の上が所々に飴を出

している。しかも木から落下した甲折はやはり根を下して．小さな木が校内の諾々に散見するの

である。勿論．足は全然濁れる心配はない。しかしこれが雨期ともなれば癖鰍は一変するだろう。

Aの方はまだ．木々は若く従って文字通り林立して私が入って行く余地はなく．土地も肋；入

ってくる牌係で，ずぶすぷ入り込む。

一㌔つ一つ丹念に根本の勉を見て廻ったが．一寸しか呼吸根は出していなくて．やはり環蠍瑚＝め

かと思われる。植物分布の問題に関して甲折が色々開国にされるが，私も色々とそれ等に関して

観察して見たので．臥下その事に関して記してみる。

甲折は次の儲な形をしている○

や三雲
ylg2

これは20cmばかりの胎生本であるがこれが地上に落ちて生育し．或いは水に軌・て遠く運

ばれるというエ合である。

甲折が落ちて生育する関係を見ると．色々ある。泥土にまつすく’落ちて，つきささりそのまま

－　4　－
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板を生じるもの。助もは横倒しのままのものと。色々考えられるが。抱にそのままぬかるものは

めったに見なかった◎かえって槙倒しのものが多く。その上に土がかぶさって椴を出しているe

文或物はぎっしりを繁った大々にもたれかかっているものもあった。A執まほとんど碑倒しであ

ったがB群になると土地の関係で立った状隊のものが多かった。或粗度発育して糞をこ。三枚出

したものを桝から土を取り除いて摘べて見ると土に埋れた時の状態がよくわかる。こ．≡土を坂

り除いて捌ペてみたが拭倒しのものが多かったe r甘まg　五）
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ニ＞筆者抱介　松　本　培　夫

文髄生物学科　2年　植物班

生吻科専攻の彼匿とっては．生桝の補助も直接的に舶係する。彼の下宿を訪れた方はその啓鯵

の盤宮さにびっくりされるでしよう。自然科学串が水稲にも入りきらずに．所狭しとばかりに床

の上に並んでいる。もちろん牧野さんの図飽またいていそろっている。蔓物だけでなく彼にうか

がった人はわかるごとく構嫁に脱する彼の知馳ますはらしいものです。

それにもうーっ。彼は近頃ロシア語に憑かれているようで「戦争と平和」の翻訳にかかりつき。

彼の時炒まこの独学に存する。

－　5　－－－



囁野岳の蝶類〔採亀報告〕

医学部一年　　田　中　　　洋

1959毎夏も慶大生研のノンノく－として項野岳に採集に行つね

主としてクスイpオナがシジ言の採輿こ時智愛し．クツ′くソルりシジ号を求めていたので8採

典コースに他をつける仕事なども便宜的なものになり．分布調査は充分でせなかりた。rなお．

囁野岳温泉に宿泊中の魚串などほ会長の堀田さんほかのみなさんのおせわのおかげで。ぶしよう

な私も元秦にすごすことができたことを改めて渓執します。）

0採鹿田・1959年7月11日　r土）′－・15日　r月）

〇採頸地・項野岳付近

OH行宅・r且虫）欄ヨ宗浩氏（甲虫），新田束六氏r蚊．甲虫）　（組物）松木培夫氏．

娠島亀氏，木場訓氏

0日　柁・コース
⑳

与碑鮫児島駅発r5：581－－一輝駅蒼（7：25）一発（8：05）
汽150円

◎　　⑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　◎⑬
・ニニ＝ここニ串礫野岳温泉碧r12：05）－　発r15：15）二＝＝＝二二＞カツワ林
約7jqn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的t5km

◎
√1d：00ニ＝二二二二才15：0日）・・一一一一一温泉潜r15：30）－泊（鰐）

′12　　　　　⑳時々①①　　　　①

／孟了温泉発r9：40）＝＝＝串顎野岳（凝15：00）＝＝諺別れ道r15：30）

①　　①
＝＝＝＝＞カシワ林√発17：00）一一一台一泡泉着日7：50）－泊

15　　　　　　　　　　　　（p　　　　　　　　　　　　　　　①◎

／完了舶発r9
00）＝＝⇒カツワ林着rl O：00）－一発r13：30）

隻醜潜日4：ち0）－温泉発rld：00）選喫野駅着日7：48）

＠

－珊駅発r18：20）百花肯訂西鹿児島駅窟日9：55）

「＝＝＝　採集コース．頃野爵堀泉自すいで一泊80円．　①晴　◎患　時雨1

0採集コース（地図参照）

A一一＝音苧野駅、頃野岳温泉

Al（項野駅、永谷＝＝＝＝＝顎野町）

A2r永谷－部落）

－　る　－



A3r永谷～頭骨膚温泉一一一一ススキの草原などや畑．商妓30ひ、′600m）

B＝＿壕野岳温泉付近r海抜占00′、′750m）

c・＝＝：ニ零野岳カツワ林r海抜700へ・′760m）

つ＝＝ニ雫野岳増泉、めシワ林間も含めて海抜700m以上）

几甘．＋題田丸　l

I・、、＝ユニ＿．二、′

－、定二・1・「／しここ凸l
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0畢集また墜　鮨甲鞄覿

r　）の軸キ壁墜星と雲建堕をあらをし。r　）の酌の早番の記号または頭数の記して

あるも鋤ま採壊したもの○個体数は　＃（多），♯相通）。十r少）。数字は日脚数。新

組如ま．0（完全）．1r小敵）．2仲破）3r大破）。採集したもののうちrE．N．）

は新田袈六氏採集の富己録。私の採集したものは大部分私が所有している。採納ま前むむ記録

で示すe

（セセγチブタ科）

1t palm五〇七ethyS dalsenl王iloy．1921

ダイ　ミヨウセセ

弓友rl・2）；0ソ完rl・0）・二㌔．用心
13

2、C肋OaSueB benjamlnll ja．ponlca，rMnrray・1875）

3．でhoro∈；Sa Varla′　r旭1rr試y，1875） コチヤノくネセセリ

A2ソ壷1頭叶・0）‖ツ泄…）‖弓九華・ロー

プ品叩・競サバ　‥典錘摘周・）叶）
4．工SOtelnonla皿prOSplluS0．0もR．Pel血色r●1餌2）

1

4
ヽ
ノ

ヽ
ノ
0′

l頭l轟A

q‰帽 r十．0）．

Aチ‰1頭r十・0リ　ザも軋0－

％1頗qh0）
0カツワ林0では多数の個体が道の両側の湿った

5、Ochユodos ochracQ乱rl如chユna

アオ′くセセリ

Cl知－Cl環）
Plみ．（1．。）

ホソ′くセセp

■がけ一にとまっていた。

rBut1Or，1878）ヒノキヤダラセセリ

号‰rl♀・2）i　塊叩・為（1）　瑞frl）
6－Polytremls uelユucid息　rMnrraY● 1875）　オオチヤノくネセセリ

A‰恥1日　A鵜2頭恥1）5　鵜軋0）・％叫

弗帆8）。衆且帆匝2）・名札0～2）テ

鞠2頂乱N・）鶴2）
7．PelopidaβJanSOnis r蝕も1er．1878） ミヤマチヤ′くネセセリ

A琉サ芝聖盟？嘲定）よ。亜終令幼虫姐針先脱皮研亡日

輪1執√2）i　瑞帽乱N・）rO）

－　8・－

albo
テキストボックス
L11～12の間に
C　13／Ⅶ（1頭）
D　12／Ⅶ（10）を挿入



ぐァダ戯チ．勘坤0

8も耳yasa・aユ¢且nou母　aユcまmuS rKlng。1855） ジヤコウ7デー、

q‰叶・0）・．粘恥0）・ウマノスズ細こ終令幼虫r5～る酎ち

塊ウマノスズクサよ。終令幼虫幽2親r松本氏）㌢‰1♀靴一編13靴

9h Or＆phium Sar．De丘qn nlppom皿　yrnh8tOrler，1905）

アオスジアブ′、

A5㌔了十）・盈紬）ラ　Bl誌年－．プ品叶．0）　0％叶），

為りぅ・／‰帥・0）i　塊仲）
10　王，aulllo xnthu．S hinno．17°7 アブハチョウ

A菌叶・匝1）　夢血相
11．Pa・Plllo hR1enuslnユcconlcolen白　丑ntlor．1881・モソキアブハ

城∬叶）　　「
！か　ほかに県いアゲハるいほ日乾したが．竃の確執まできなかった。

（シ曹チ冒ク科）

－

12．蝕mma beca．bo nandarlna rde l，Orza．18d9）キチョウ

A瑞叶・ロ）j　瑞叶．0－．為叩i　瑞叩．
瑞叶・0）；五％…
13．馳rom且ユaeta bethe釦ね．rJanson，1878）　ツマクロキチョウ

A満仲・0）；A5％紬・1‥十・彗甲，1㌔叶・匝1）；

一Bl㌔…　Cl気相
14．neri8　ra・Oae cmclvora BoIs；血Ⅴ乱1．1835・モソシPチーク

Aち‰叫i A与％…・電叶）
′

15．Pler18m81叫。tnOlo七白M血占七rle8．1857 スジグPツロチ冒ウ

A弟rl政）；A3．％rl酎；五％叶・0）；0％叩・
為1吉相・0）；琉1靖用・封・）…

－　9　－



lシジミチ冒ク科）

ユ6も測れrathnra jalコOnlca rM止rrayも 1875）　　ムラサキジジミ

兢叫，為【18叶・8）・タ霜叶・0）；u‰引筑rE．ぶ．）軌
0）

1r7－An七iglns atti11a rBremer， 1861）　ミズイロオナガツジミ

Aうむクヌギ林で撃輿、賢しにのは本唾だったと息うがとれなかった。‰i

鱗江川r2）
18、An七lglus t粒もユQrl r恥鵬On． 1881）　ウスイロオナがシジミ

軟骨4娘（≠・匝2）・‰叶）・為24奴恥ひ）2）
k

ユ9、Chrysozeu卸ms笠lrlshimaonSIs kirishヱmaeu．白土S

rOka，jlma．1922） キワシマミドリシジミ

l：L l之 l知l

Mr＝⊃）㌔（1番す1♀）．完18i「D佃臓1000m髄省一古r18）

静　Dではほかにうらの白い小さいツジミチ這ウ（Z叩hrus？）を目撃したが鶴名不明。

蝕　等野岳の訊引地酢nほ　今回も追加唾は出なかった○
号笠

壷　的描On土ns・ul七ramarims hayaぷbまl Sblram，1951

ハヤシミドッジは目撃すらできなかったが・12／Ⅶ脚尊大郎君小単軸が坪第紬

た18を翌日為せていただいた○また．囁野爵壷の水唾が第5回県昆虫展に出品されu・た

ものを記録しておく。1‰11千岬蹄・下変覚）；2‰1‥♀岬柵奥江診

20－坤caoユ亀　phlal∋aS da加lo rS一∋まtz．1909）ペニッジ卓

0％日・2）・1私1鎖叶）i　か1‰伸・ロ）

21、でaraka bamada rつmce．1875）　ゴインクジミ

A31‰1谷（1）；01福一1谷rO），l‰1頗（塵肺署）・‰碩咄N。）
′

2ク．ZユzOOrla，maha argi孔　rM‘n占trles．1857）ヤマトシジミ

A21㍍帆匝1）j A31福恥0）；カr海抜致旦＿鯛1‰1岬

23・081as七rlm arglolusla，donまdes r且e　工・Orza．18d9）

／レりシジべ

璃It18rl）i Ol㌔111争rl娘日凱0）盲　ul福．181早川・

－・10－



18r琶。．町。1

24・cQコ息汀もr且na・alt伯c甲mlea sa㍊七erl甘rubstOrで匂r。1917

サツ・riンゼミ

0％1‥1）i u‰18：r2）
25、．celaStr加‥diコ．ecta r叙bore′。18791　タツ′くツルリツジミ

・’計－cr＝D）‰18・rl）これは頃野岳2鼠めむ煤で．日本で3頗め咽録。
l

（マ〆ヲチョウ科．）

26．Oaduga岳止a n坤honj．ぬ皿00Pe．r1883・アサギマダラ．ノ

cl‰叶・0）∴1‰ぐ1・2）・3、、¶‰18噸島建氏）叶）

（身テー・チョウ科）

27．Ar雲YrOnOm1aodユce japo血ca rM品昌七rles．1857）

ウラギソえジ．ヒ畠ウモソ

A31もq当．ヨ1福18叶・0）う　C‰1古・・1‰1立恥匝1－交
尾2組目撃。

aBI Ar声：yrOnOmQ．ru．Slamlysまpp？rJanSOn．18771

オオウラキッスジヒョウモソ

81も18
29．Ar官ynnまS paphla ge王如a Eemmまng．1941ミドリヒョウモソ

、cl気相rO）ニ1‰rl頭）

50．Argynnls ana的omene mldaB B融ユor・18dd クモがタヒョウモソ

0・1㌔1線（凱N．当・つ！‰・1鋭（0）・

31．Pabrヱclana，a′dlm4－ualleslc．e・n白　rButユQr．187ろ）

ウラギソヒョウモソ

0・1掠叩「凋1祐rl鎖柑・封・Hl・n・）

32－馳′brlcia皿a nerま甲日　用．句増．鞄1d月r・1Bd2）

オオウラギソヒョウモソ

Blk叶つ 0‘1気1舌…

・＿・．11・－



J′

、・止rgVrPnS hvpQrblus rhinno． 17631　ツマグ鱒ヒ訂ウそソ

111‰叶）i ul祐f2谷1‥凱ぶ．）交即時）
′′　　′

34－工愈止Oga camllla ja・DOnまea rM白ne七rles．1857）イチをソジ鼻冒ウ

A31祐1頭恥0）スイカズラよ。幼虫・柊令1頗†1‰鰯化一％靴：寄叫喝生

された幼虫1頗→㌔蜂羽化

35－NeptlS acerlsl嘘OrⅡedユa′W．B．PryPr● 1877　　コミスジ

A31‰…；01‰年－・1‰叶）；〇％叶）

36・Araschnla bureja－la S七r軸OSa王ht1Or，18dd
′

B‰用rO）i cl‰rl・2）・亀1領軋N．）
′

3ワ・701ygonla c一色urOum rもlnne．1758）キタテハ

A21福…
38、Vbno∈柑al血lea rHerl）St．179心　　アカタテハ

サカノ、チチ彗ウ

01‰rl・2）・u‰（1．0）
†

39－秒r‘柑tまS thyoda．ms nabeユ1a　甘rnhstOrでer．1898

イツ〝ケチョウ

Bl‰qlO）；01㍍叶）・1㌔仲・0）；Dl‰帽叶，0－

（ジヤノメチョウ科）

40、Yわ七も五m motShulS卸　rコrelner8t Or8y．1853） ウラナミジヤノノ

A2㌔qJl A51気相恥2）iBl観紬・1）・‰叶）．

‰qhl～2）i Ol祐l在hO～1）・1‰1野帆・、受）・

1㍍軌1～21；刀1‰qト．小｝2）

41－MlnoIs dryasもヱT氾ncta七us rMntSchu18秒．18d㊥

ジヤノメチョウ

A51福18（0）
42－ht坤　diana r如七lor． 18dd）　タロヒカブ

A2㌔．1頭恥恥1）；A五％帆匝1）題1‰…；Bl加十一口）－

・－・・・12」－



1‰叶・U）i Ol福叶。0～1）。1‰恥の
′

45．Ⅳ80甲gOSchkovltSChll goscもkevltschll n后ntrieS．1855）

キマダラビカリ

ASl‰姑0）；Bl‰目顔）ち　01㌔【rl，0－・1㍍叶．0）

44－取caleSlB gOtama fdginla甘ruhstorfer・1911

A21㍍（1・0）；01‰rl．0）
45t Mela皿ltis phedlma OまtenBIs MatSumはra．1919

クロコノマチョウ

ヒノブヤノメ

3％如．2♀rO～2日凱Ⅳ・）i Cl‰faq．1谷rl）印．N．）

森参考文献　福田靖夫r1959）：拝島山壕伽日録rSATStJMA　8日）25～42）

戦’以上．今回の採集椿東の報告にとどめる。

（1959．　X．17　記）

（追）蝉訣外の虫もいくらか楳集してあるが．それは適当な方が発表してくださると思う。

＝：＞筆老紹介　田　串　　洋

医学部一年生　ここにもう紹介いにすまでもなく．蝶鞋なら．維れも，あの恐ろしき奴かと思

召しでしよう。そうです彼氏です。静かなる心叫底に恐るべきファイトを秘めている。採集とな

れば誰にも負けない。今度の零野岳採集でも然り。人より蓋いぜツタをかついでいても常に先錬。

喋が飛んでくると走って追っかけるのでたまらない。佃げ4敢採集憩は恐慌に見知れた。最近甲虫

の方まで手が伸びてきたので甲虫息も暫戒を染しますね。

－15－



巽野岳の甲虫類〔採集朝告〕

厳密肛二年　　堀　田　宗　浩

田巾氏の堰報告に続いてぉ甲虫劫智少し報告するe

ここ鴫戟Lに分は1互〆‰ほとんどすべて・p＝零野岳附近（海抜700m以上）で
採失したものである。

日録．コースほ，田中氏の報告を参照されたし。尚，ゾオムシ，タマムシ．ハムシ科．その他

若干あるが固定していないむて後日に廻す○

カミキリムシ科

1・とけがゴマフカミキリPal土mnall加rataBates・1‰・るexs

堀田（中一新一田中）

之．ヒブナがコプヤハズカミキリ　Parech七hlstatus gibberユα1glcornls

晦a血1】‰【50ⅩS　堀田（中2碗一帥）
3．セミスジカミキリ　刀hodouim l8WIsi BatQS

l‰1ex

4－チヤゴヤフカミキリ　MesoSa parp18Ⅹa甘a白cOe

l‰lox

5－　ラミーカミキリ　Parag18nea fGrtmej Saundors

l1，－1QX
6．ヨスジバナカミキリ　hQu七ura ochra，ceOfaSciata M〇七日ch11ユS吋

1‰多数
ワ．カタシ㌣「ゴ1∵7リカミキリ　MesoBa hirsu．ta：Bntos

l‰1ex

8．ヤツメカミキリ　王む七日tra．也a Oceユ0ta王a七es

l‰28Ⅹ　田中仲順一那）

9．ウスイPトラカミキリ　Ⅹvlotrqchus cuneまpQnnis Kraa七z

l‰20Ⅹ8

10－　シラホシカミキリ　Gl。nea relicta］海月cOO

l布，t多敢
11、ヒメキクスイカミキリ　010noa simulans Ba七日S

l‰・多数

12．ツマグロハナカミキリ　二h坤七ura arcu．乱もa temlcOrTlls M∬七chuls吋

1㌔・1ex
－14－．・＿



1祐了19Ⅹ
l‰018Ⅹ

13も　ピ碑ウドカミキり　cvurヱ0lo fTmda七Or　習ateS

14．チャボヒブナがカミキり　Ⅹon王CO十ela，uard．aユina，Ba七es

15も　ヒノtlソゴカミキリ　01〕Orea，bobescenB Ba七es

ヨガネムy科

1‰elQX

1、オオトラフコがネ　Paratrlchlu．s doCInltBi　王hrdld

1‰
・新田．田串．堀田

2・マノコがネPo郎11且a細Onica New喝′n　瑞了‰　多数

5・ヒメコがネAnomaユaru餌cuureaM虎Schul吋1祐■‰　多数

離慧
＆－　コアオハナムダリ　0XycetOnia jucundal甘al（lemann

5Ⅰヒブナがヒロウドコが不　Sl∋rd．ca too¶S Wa七cerhouSe

コメッキムシ科

1．7クモソウノくクマコメッキ　Alaus　℃utridus u1ni　五QWis

2■ルりツヤハダコメッキ　AthnlS．praenOl〕土1is　工場Wis

3－　オオツヤハダコメッキ　Sも8m′gO．島tus um瞭atま11S　もRWIs

4・サビキコリ　錮rコmmS，blTlO血11us．Mo七schllsky

5．ウ′くクマコメッキ　瓜ms bC汀uB Oand．858 11・jr

6．ヒデコメツ車　Pectocoror　ごorもuu810andQze

1qx

l‰

1㌔多数

1ex

ワ．シモフリコメッキ　AcもQnlc8ru．S Prはまnosus MotSChulskv

他不明　7麗

盛・参考啓

・原色巳水昆虫図鑑〔改訂版・上）

・日本昆虫大図鑑r松村松年）

栗野岳植物採　集記

島2年　　放　鳥　　　嬉

夏休みを御用してむ生物研究会の採集は7月11Hより15日までの2泊3日を頃野岳温泉に

自炊して盗電野岳を中心として行才つれに。採輿ま700へ4000の高さまで出かけていった。

12封J最も線き3人一緒であつたから生研に加わってから日の痍い供には大変有意義であった。

－＿15－・
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∵dの附近ではたくさんのキノコを見ることが出来た。キノコ由心に採集をやったら相当の

「，悠々見たかもしれない■ヤプコケ汐の赤い知；到る勉に見られ．叉オモトやエビネのこの夢に

ヱ．1ノ弔したと思われるものがあるところにはかたまって見られた。炭焼小屋の上方に登ると下に

ヤマポウシが白い花を一面につけているのが斐しかった。古木く木の名r？）にセキユタと漁っ

てウチョウラソの淡紅紫色の花が賂・ていてみやげになった○

額田岳の炉側の山r不名の山）に登った時は，マイズルソウが多く見られやや古山に来た感じ

がした。そこから自鳥山がヒヤクシ池に向って急角度智なしているのも又格別の眺めであった。

来年でもすすきが厨を従断して海老野高原に出てみたくなった。

採射値掛ま多かったのであるが．不明のものが多く，松本さんに教えてもらった○以下その一

郎をあげる。

ユリ科

1．オオバタダシマヲソ　Stero・PtOpは8　aⅡmlexlfol土us

2．ハナゼヤシ彗ウ　Totまeld．la．コ江uda

3．ウバユリ　cardlocrlmm cordatum

4．サイズルック　Majanthe仙nlifollnm

．5．ツク′くネソウ　Parls tOtra碑ylla

6．不明　2臨

オトゼツタ科

ワ．‡ズオトギりソウ　HypQrlcum japmlca

8、ミヤでオトギりソウ　Hypqrまcu皿Senan⇔nSQ

I

アリノトタグサ科

9－7リノけグサ　Haユorrhagls u止crantha

7才がズク科

10、トケノキ　SSBcuユus tnrllnate

シタ科

11．ブタロケダ　Wbcd．rla manchur且RmS

スイカゾラ科

12も　ガマズミ　Vi加m血〕1at醜um foma piユognh皿

クス科

13、不明一悠

ァカネ科

14．タエワタリノキ　Adina．鱒ot）1ごlora，

アブヲナ科

＿．＿1ム・．・－

albo
長方形

albo
テキストボックス
↑（木の名？）へ訂正

albo
長方形

albo
テキストボックス
（セキコク）へ訂正↓



，15．不明一嗜

す．トイ毛科

16・セキショウ　Acoms gramineu眉

亀カゾ科

1ワー　ヤツカゼソウ　BeQnnlghausenia aユhflora

アケビ科

18－　ミツパアケビ　Ak∈Ibla lo也ta

ミカゾ科

19■　ミヤマシキミ　Sk血mia japonlca

一・クカ科

之0．キセワタ　五qqαはm8　macra迫thS

yヤクナグ科

21－ドゥダソツツジ　でh輸anthuB c3rmlう．Var．mbqnS

タゾ科
＿　－　‾

22．エビネ　Oaユa七ho dlscolor

aさ．ミヤマウズラ　000dvora Schlechtendalianal

a4－　ウチョウテン　0匹はdenia nlpeB七rまS

コ．†ノ・れ〆サ科

25●マヤコナ．h由lampyn皿jauOnicum var．gOnnlnum

キク科
－　　‾‾‾

26－ハソカイゾウ　工軸押laria，j坤Onica．

ニ曇軋
27、不明　一也

ユキノシ々刊

28●　ヤマポウツ

29・不明　一塩

ェコ．ノキ科

．30■エゴノ鼻　SもyraC japmlca．

二さ軌礪介　絨　島　　鍵

鰻学部林学科　2缶　塘啄班　　嘲彷鉱員各位に見暫っていたたきたいことがある。もつと飯

焚きを上手になりなさい。山に採集に行って飯も焚けずには採粂こさしつかえますよ。どうです

．－．17－



か．軍師岳採集キヤソプでの彼のカレーライスの奨味かつたこと。衆は純心醇のすく7ですから

貴びに行きませんか○趣味として。購坊の他に。丘登り，綬啓，テニス。

大隈半島－国見岳一帯一歩行記

医学部5年　　竹　迫　鎚之助

単音Iiに行ってから実習その他の都合で土曜の集合採集にほとんど出稀出来ず夏体現ま持晴の為

ほとんど治糟に捜したので●厨脚こする程のものもないが・三月．国見岳山脈†帝を歩いたむで

ここに一寸紹介したいと思う。大限半島の採集の折に何かの役に立ては幸いでもる。

l

＼ヽ

滞り」

転叱Jこ／ノ／／

ニ股

、
し
掴
／
良
「

プ
ノ

、－　＼
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鹿屋市から≡州パスで川上庁に乗ると一時間半くらいで発電所終点に蒼く。rlOO門）発電

所といっても近くには発電所は見当らない。附近匹人家が二．≡軒あるだけでぬる。ここから小

さな直を少し登ると広い道に出る。こ町道を約一良筆行くと二股という108戸くらいの炭焼部

落に出る。店もあるし．小さな学校もある。時にここ降は営林所の宿泊所があり一泊一八五十円

くらいで泊めてくれる。飯も米を出せば炊いてくれるし風呂も象る。訊記は八帖くらいから．叩

帖半くらいまで十確つもあるから相当人数まで泊れる。炭坑都薄だけに附近には．田畑はほとん

どない。ここから高山町まで森林軌道が通っているから，便刺させてもらうとともできる。

ここから．森林軌道に酔って30分ぐらい登ると．炭焼小屋かある。この炭焼小鐙の一番上の

小鼠のところから，いよいよ小さな道が再尊意岳に通じている。そむ道は．はなはだ不明瞭であ

る。木々は鮨るにまかせられ．実に速いやすしヽ実は小生連もついに堰を見失って．ひどい目に

合ったのてある。本当の道を行くと．頂上まで一時即半くらいで行けそうである。だから採集し

・－18・・・－
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ながらでも．ニ肺腑単あれば行けると思う。

頂上の眺めは夷に絶景である。隣島山頂の比ではないと鰍ま言いたしも

伊達が敬ったのは三月でまだ寒かったせいか。虫〝Jかけらさえ見えなかつ花が。随伊は皇宮だ

し．従って昆虫の蛾には絶好む崩所ではないかとぽう。番山には，片野で′くスを下りてここか

ら登り。片野一再与志岳一二枚というコースも考えられるか．再与恵から，二股への道をあ

っけることは始めての人にはほとんど不可純であろうと思われる。シこぐらいの鵬しかないだ

ろう。とにかく迷いやすい山である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

ニ枚から一山越すと．抽門という小さな那蕗龍出る。この附近は田畑智耕しており勝家である。

こも餌嵩を通って二股から二時田半くらい歩くと．岸良に着く。途軸こ一群くらいの広い道路が

ついており，迫の餌は．杉，ヒノキの鉢が多く採静こ敬するような場所は少ない。途車道は何回

も分れているか．左へ左へと曲ると岸良へ普く。右へ曲ると山奥へ珪み迷ってしまう。岸良は大

齢大きな振落である。こ中略丘では，ツ′くべニチョウが採集されているから緻酎生の動値橡も多

いむでないかと思う。岸良から南へ泡岸づたいに下ると船団という削拓があるう；．この用地ま大

群採集によいところであるらLLもバスは岸良までぴ1行かない山でここからこ窮橿歩いて行か

なくてはならない。時にはトラックが行くそうである。岸良から．艶尾までバスで三時間くらい。

r240円かかる。）

ここ＞亀老紹介　　竹　迫　堅之助

医学部≡年生。噂門は舶人科囲こなるとかうかがいましたが真相はわかりませんね。33年度

の牛研部長として活躍され．それまで四．五年全く停滞していた生研に光をあてて下さったおか

けで．昨年より郎活動も活発になり我々ここに　加beヨ　2醇智発刊できたことは全く感謝に

たえない。　工場benなる誌名．及びその表網溺寮は彼お手によるもむである。

屋　　久　　島　　行

1959年10月12日～18月21日

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜　畑　太　海

邑久助ま白熱の糞をそのまま触っているところである。だが現在発電所も確認中であるから近

いうちには大分この自然もいためつけられるだろう。花の江河の何ともいえない奥疾い美しきは

一見したなら再≡自然と足をむか才つしむる。

10月11日折田香柵にて屋久島眉ざして船出す。習12日の朝喩上よりながむる．うつそう

－・．19．＿．・．



としげっだ輸林。高度はないが天にむけてたり智正岳の岩峰。海岩の切り立当所岸。す晶きりた

青い空㍉酌牒信その底には黒々とした岩が目につき。花嵐岩らしい白い砂がある海岸近くには

クロマツであろうか。ある紗松が焚しい姿を見せている。

12日午后1時頃安房に溶き2，5時間後に4、杉谷まで軌漣を進む。扱初のうちは暖地性のも

のでタマツダ．へぎ．クワズイモ等項ある○へ璃まシダとしてほ最大のものであろう。大きいも

のは人の背よりもはるかに高くヒョウヒ晋ウとしている。これは筒拓の暖地にあり大隈嘘戸島．

肥前五島，小笠原．八丈島等にもある。常緑木五草歯で高さは1～4mある。これの梓は園芸に

多く利用されている。帰りの船でこの樽甘内地に向けて沢山緩み出しているり瞥見だ。放題な鑓

な蹴沖こと変な気がする。

スジヒトツバもあり，クワズイ利之痴地に4．5水づつ群れて生育しサトイモ山東によく似てい

る○

大患宙分岐点あたりになると普通の杉とは景観がことなるヤクスギが見えだす。あまり大きい

のはない。ウイ′レソソ杉といってはかにでかい切り株があるらしいがまだ見ていない。ここらあ

たりになるとクワズイモやヘゴ等の暖地性の他物も姿を消す○伐採所近くになると杉も大きくな

り成ぶりも」駅いるから庭園樹にでもすればよいようtなものが多い。花の江河島にりは駒苗も

低くなりアセヒ．ハイノキ，ツデセクツマシセクナデ等の潅木にな丘。

ゴゼン′タチバナ，ヴノバチサウ，イブキ（？）マイズルサク．シシガシラ，ミヤマヒカブ′カズ

ヲ，ハナゴケ．サルヲカセ，ここは高層廊地帝でオオミズゴケが大群生しており．その中に喧々

の帯解癌が多嘘焼混生しているが名称が分らなかった。シ雷ウジヲウノくカマ．キツカサバグマ．

ゴツノくシオガマ．冒ツパムグヲ，′ギラソ，サルトリイノくヲ．ヒノオトキワサウ等もある。又サ

ルトソイノミラがい絆しにと思われる一題があった。薬は円形に近く．毛行肝を持ち素の長いとこ

ろで15皿m税である。サルトリイパラによく似ているとげもある。

花の江河からしばらく盛りつめると一大庭久住帯となる。高さは1m前後でいくぷん黒味をおび

る。宮の滞在r1935m）頂上までセクザサでおおわれ‥所を岩が散見出来る○頂上はセクザ

サの他にオオノコり）もある。ここと永田岳の鞍拓にホリノくヤマハハコがある。永田信を煽ぎ

てしばらくたったころ五六硯のヤクツカがいた。我々に気付くとすぐ純白の尻を見せ下の方に去

っていった。文すぐに別な詳が現われ．これらは山の原上に向ってにげ出す○ピョンビヨソとよ

くもあのような坂を登れるもむだと思う○

このヤクツカは体は大きくなく（せいせい1m位）厨こは純白の房々としげつた毛があり色はい

わゆる鹿毛というやつである。鹿は頂r上方）に向って行動するのが普通のよう払

鳴き声もたまにする．しかしあまり風情は感じない。声もいろいろあるようだ。金属音ににてい

る。白骨化した死体を見つける。角をさがしたがみつからない。こねあたりは道という道はなく

廃退をたどって歩かねばならない。

後になったカ叶クツでシヤクナデは軌道の終点あたりから現われ宮の浦岳の頂上までも生育し

ている。‘月頃開花するが実に美事なもむらしい。以上で終るがこの邑久島は十分副査する価値
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があるe亜熱帯から葡高山帯の声音を持つからlて研究するにも詐白Lも

1959．10。　9

＝＝＝＞課名紹介　　浜　畑　太　滋

文題学部一年生　絶縁　山岳恥の一民として．北は日本7′レブス．久住から南ほ邑久島など。

あむ立派な体肋智はこんで活躍中○その合間にも，もちろん植物のことは忘れない。彼の生研会

員としてのこれからの活鎚は，おおいに期待されてよいでしよう。

仙人掌（サボ　テ　ン）記　　　き

農学部1年　　大　場　　　訓
私が始めて仙人掌なるものを知り興味を持ったのは高校に入って，間もなくであった。それま

では仙人乳とはどんなものかも知らなかった山である。一口に仙人掌と育っても喪に多観多陳な

ものである。大きさほ小指大から数メートルに及ぶもむ．色は白色，浪紫色．緑色．紅色．刺は

糾一針及び綿毛智持つものもある。ところで．仙人掌と旨う富基は．冒海によると「石駿，即ち

シャポッから転化した富壕であって．吻に油の蒼いたのを能く吸い取るから，名とすという」と

ある○
1

1830年r尊称5年）発行　小野碗山著r旛茸網目啓蒙」む石鹸の項に「サボテソと旨う葦

は枕伝花鏡の仙人掌なり。これを畳に油のついたとき．比膠封漁に切って麿すれば，油を軌・と

るに依って．シャポソと云う智．転じて．．俗にサポチソと云う。皆九条のシャポソより出たる名

なりと云りとあるそうである。

lサポチソ色故郷は観して醇化雨米職域の乾塊地輝で．北緯5°度から雨粒55度まで及ぶが．

高温多虚の森林帯から．僚高4000メート′レ以上で冬期に於いては．雪机・ただいているよう

な所に生育するのもあるのである。rPビヴイ7罵）

サポチγは双瑠櫨嫁で離弁花であり．櫨独約10日0瞳と云われ．1938年報表の′くツケ

ベルグ分梅法に於いて，5亜科．A族　9亜族　30次曲虞．178民営設けている。

サポチソはその頚境の変化に応じて

a．木の薬サボテン垣…・ブラジル．′くラグワイ等町如刷脚

も確固サボテソ昂・…やや乾燥した所

c－　サポチy rリブサリス）属

且、孔雀サポチソrブイPカツクス）餌
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0．柱サポチy rケレクス）馬

で、玉サポチy rユキノカクタス）風

琴に分けられるe r後図参）

ところでサポチソが発芽するときには夷に可愛いものである。黒い帽子を脱ぎ．小さな二枚の

乗を出し，やがてその串から，これ文中さ窪丸い現をのぞかせる。やがてこれらが妙大な刺を出

したり．白い綿毛や．金色．紅色に輝く針や白い野点を項L．それぞれの均長官持っのである。

乱．木の葉

且一　孔雀 0．柱頬

丁‾二ゝ筆者紹介　　本　場　　　訓

農学部一年　植物Ⅶ　甲噺高校出身
J

櫛
招
川
値
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／

1

し

f、玉状

拡会にもよく出席するし．採集にも然り。真面目なる

棋i蜘鼠。サボテンは高校時代からザい分集め研究しているようで．これで採鬼棟数をかせいだ

ことが鼻るそうだ。詳しいことは彼にお聞き願いたい。今後生研の由心となっての措辞が大いに

期待される。
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醇児島市附近在ゴミムシ囁　第1報

農学部二年　　堀　田　宗　浩

爵顆には大きく苑児島市と参いたがここに上げる明言。絹地膠児島大学の周辺で。主に燈火に

飛来したものを採壊したものである。．

生折に人離して一年草にもなるが，我が不徳の成すところ，城山・書野等については．未だ採典

不足で少しも尚1d嘘世未聞観のまま残っている。それでここに臆せているのは脛児島市附近の

ほんの一郎に適ぎず。先ずは第1鎖である。

Hamalldao ゴミムシ科

1Ⅰ王）la七ysma fOrt。Morawl七日　オオナがゴミムシ11－・撰：58　寺山

2－かま血まSS japonicus Andrewos　エホソヨツボケゴミムシ11－Ⅹ．58寺山

3－　manetes mnctlc8・DS AndrQWeS　フグホシスジ′くネゴキクムシ

10－TK．58　唐捗

4■Anol囁enlcu・S cyaneScQnS Hopo　キバリゴモクムン1－Ⅸ．58　唐湊

5Ⅰ⊃ohchu8　ha18nSユS Schaユユer f．ruでユcoユ王SJ勺anneユ

七アカゴミふシ　10－X．58　唐癖

6●ご＿80halonslSJea皿n白1　セアカゴミムシ　10⊥Ⅸ＿58．5■VL58，

18J軋58。2CトⅥ．58　唐津

ワー　f．flavicornl　叫abricius　トⅨ．58．5－V．58．5－Ⅵ．58　唐津

8－Ohユaqniu．s vir嘗ulifer Oh血dolr　アオワアトゴミムシ　9J汀．58　唐詩

9－　Ohlae工止us a，bstorsns　コ鮎出場S・ハラグーアオゴミムシ1十Ⅸ．58　唐湊

10．もachnOlobia erユ瞭lcollls．MoraWi七＝キクビアオアトキりゴミムシ

9J町．58　唐湊

11一一Oallelda．chloropも白ra hpida扇QdtQ血bacher

孝がシテアナアトキリゴミムシ　　不明　唐湊

12．Brachlnus scotOm8des BQdtenbacher　オオホソクビゴミムツ

11－X．58　　寺山

13－PborouSOphu．S joSSoensIs MoraWltz　ミイヂヲゴミムシ

不明　寺山　30－Ⅵ．59　烏帽子岳

14・TrigOnO七OlnalewIsユi BatQS′レイスナがゴミムシ1乍－Ⅹ．58

15－Ha．rpahs　七inctnlns Ba七es　アカアシマルがタゴモクムツ

1錮I．58　寺山

16－Rhaga血B microce】如alu．払：Mo七Bchls砂　コがシラナがゴミムシ

三ト叩．58　唐嚢
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1ワももeSticu．s magmS MotS加lShy　オオゴミムツ　不明　唐誇

18・五qbjd且a oc七0卯七ta七乱。MpraWit乞ヤホシゴミムケ　不明　唐詩

19もAmara，chaユ00uha月a．Ba尤es　コアオマルがタゴミムツ　錮I．58　鹿渡

20もnatysK唱し：rO七はn血n卯ユu皿MorawltBヒメホツナがゴミムシ

21もBrady七us macroS Bate8イグチマル亨タゴミムシ　トⅥ・58唐湊

22、cyrtOnOtはS nltOnB PnもzQyS　ナガマルがタゴミムシ　5－Ⅵ．58唐湊

23・Tatrotms f1avi甲S MotSch止8卸キアカヌレチゴミムシ

ト竹。58　　唐辞
1

24■ChlaonmS naeVlger Mpra耕it区　7トポシ7オゴミムツ15J雌．59等野

Scarltl血e　ヒ冒タタコ′ゴミJLシ科

1、Scari七eS acu．竜王dens Ohmdoまr　ホソヒョウタンゴミムデ1川．59寺山

2．Clivlna castanea WostWOOdホソヒノヒョウタソゴミムシ11卜Ⅵ．59唐換

Oarabldao　　オサムy科

11郎αもOmDpt白mS　由hami Ohmdir　オオオサムシ　10－VI．58蒼顔

11－Ⅹ．58　寺山

2－ApotOmOpterはS jap°nlcu．S Mbtschlsky　ヒノオサムシ

1囲1．58唐顔　　22十町．58長田醇l

＿．＿参　考　文　献－

一際色日本昆虫図鑑r上）：近畿甲虫同好会　　　　　、

好色日本昆虫図鑑r上）増補版：近紋甲虫同好会

日本昆虫大図鑑：訟村松隼ノ

日本の甲虫：横山桐郎

九州の昆虫：福岡虫の会．筑紫昆虫同好会

⇒筆者紹介　堀田宗浩

録学弧線芸化学科2年　　甲虫（栂にカミキリ．ゴミムツ）薗鞄は長崎○彼が鹿大に来たのは

鹿児島の自然（その美しきと．そこに生息する特性ある虫ケラ）に魅されたのも大きい原因のよ

うだ。野在生研の部長として活嘩しているが少し温和し過ぎますね。虫匿の他に趣味はだいぶ広

い。丘rlOOm以下の山）登り，40円挿画鑑賞．古本星あせり．絶命r時にP†ソ・ロラソ）

エトセトラ．但し蘭と　madchenには執・そうだ。
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小林市付近の’ヵ　メ　ム　シ輯

田　中　　　洋

4琳市に住んでいた195か寧霞。小林昆虫同好会の会犀の方々の御協力を得て．すこしずつ

カメムツを採集していた。そこで盤裡して．九州大学鮮軌昆虫単教室のH高埠展氏のもとにお

送りして固定していただいたので．小林のカメムシ採集の第一歩として記録しておきたい。

また．なくなられた九州大学の江崎膀≡先生に195°年に開発していただいた「高千租峰の

カメムシ」も記して参考とする。（噂太はみな九州大学に鼻．る。）

0　採典日録　CI）

（帥nldaa　ツチカメムシ科）

㊤Gon・不明1sp・281♀r小林）195占．Ⅵ．21

2●随croScytus ja．pon‘〕nSlS Scott　ツチカメムツ（日向朗田）195占．Ⅴ．d

rPlalas画dae．マルカノムシ科）

3■　Oautosoma pユnctisslluはm Monもandon　マルカメムシ

18r中尉　1954．Ⅵ．21

㊤captosma叩．18r三ノ宮卿1955．Ⅶ．2d
rPQn七at0m1dao　カメムシ科）

5－EysarcorlS VOntra1ls．Wes七woo且　ツラホシカメムツ

1古1♀J小林市）195占．Ⅳ．9，195占．Ⅳ．12　1は195占．Ⅶ．6

6Ⅰ題ySarcOrlS Su．古♀〃＼林市）195d．Ⅴ．2．195d．Ⅴ．d

ワ■砂SarぐOris su．282♀（小柄＆粛原町）195占．Ⅳ．2d＆　Ⅴ．4

8－Aenarla．1eW且Bl Seott　ツロへぴカメムシ　18（帯原町）195占．Ⅴ．4

9－C払rbula加mer鶴野ra．Uhlerトデカメムシ1古r御地）195占．Ⅶ．15

10Ⅰ馳lom皿a aユ域uユosa Mot丘chuls卸エゾアオカメムツ

1番（高『町）195占．Ⅶ．50・

11・mrydemo ru．goSa M〇七Schu18吋ナがメ1♀叫、林）195d．Ⅳ．1

12－NeBara anもenna七a Sco七℃　アオクサカメムツ

131♀l旬、林）1955．Ⅳr29，195占．Ⅶ．2°
1

13、Pie2；Od．orus mbro fa，Sciatus Faわricius　イチモソジカメ・A・シ

（三ノ宮）195占．Ⅶ．2°
／

14．zlcrona coerule hinno　／レリクチプトカメムツ

1番（小柚11956∴Ⅳ．13
I

15－Para．stmchia．japmensIs Sco七七べユタ争プトカメムシ

231♀母、林）195°．Ⅵ．d＆Ⅵ．9．1957．Ⅴ．29

16、Scotinopharalu．rl由′hrmoister　イネノクロカメムシ

ーで一一．25－



1♀　r小林）195占。Ⅳ。21，　日時計田　195占．Ⅴ．d

l甲もMegymemm graclllcom。℃allas　ノコギりカメムシ

18　r小林）195d。Ⅶ。9

18も　GonopSユS aごf且nエS Uhler　エビイPカメムシ　1疏（小林）195占．Ⅵ．9

rAcan七hoBOmldao　ツメカメムシ科）

19、Acathosoma dentlca混血Jakovlev　七アカツノカメムシ

2合（満干拙峰）195°，Vl。22r後記）

20。ElaぷmOStethu∈；hu皿eraユiS Jakovlov　べこそソカメムシ

3♀　r小林）195°．V．d

r（コOr∈血laO　へワカメムシ科）

31．Homo80cemS dilatus H。rV云尤b・－ラビpへワカメムツ

1♀　r小林）195占．Ⅶ．1

22．日0－第0°OCernS unまpunotatusで知且nbRrgホシリヽラビロへリカノムツ

1♀（小林）1955．V．20

231C】01puror王討gla）opaca Uhlorツマキへワカメムシ

多敬（小林）1956．Ⅶ．2．Ⅵ．50　1（淑R力）195d．Ⅴ．20

24－Cdlpnre r玉野gまa・）1ablnOntrls：MotSChuユ81野

オオツマキへワカメムシ1古1♀（小林）1954．Ⅵ．21

25－010もus trlgoms　でhunberg　ホソ′、りカメムツ

181♀（小林）195占．Ⅵ．14．1r坂元）1955．Ⅵ．10

26．も叩七〇cOrls varlcOrnls　甘abriclusクモへびカノムツ

1箪r小林）195d．Ⅶ．28

27－Rl’DtOrtuS clanatnS　℡hunbCIγgホソヘリカメムシ

律r小林）195°．Ⅳ．29

28．Anacuはlth（）cOrls sもriloornls Sec砧も　オオクモへりカメムツ

1r小水市通り町）1958．Ⅶ

r王1hopalldae　プチへリカメムツ科）

29．Sticto・PlQumS Sp．1古（小林）105°．Ⅴ。2°

r討rrhocoridae，七ジカメムジ科）1

き0－Pyrrhocorls tIblalis Stal　フクモソホシカメムシ

1r小林市）1956．Ⅳ．18

r工かgaOまd息°　ナがカメムシ科）

31■Pachyhrachius palllcornis、工嵐11as　ヨツポッヒョウタソナがカノ

1♀（小林）1955。Ⅶ．13

32．Me七Ochは畠　abbreVla．七us SC一01：七　オオモソシロナがカメムツ

ー・・・2°【－



？♀r′1、林）1955。Ⅳ。21

rM。Zirまda81オオヒラタカメムシ倒D

一旭zirla me癒branacまa甘abrまciu．Sクロヒラタカメムシ

1♀r高野酎）195d。Ⅴ。4

rRe血Vlidao　サシがメ科）

、EaQmaも01oecha nlgrorはfa Staユ　7カシャサシがメ

2♀（小林）195占．Ⅳ．22＆　Ⅴ．る

35・馳七rychOtqS andreao mun加rg　ヒロクドサツがノ

1古1♀　r小核）195占。Ⅳ．24

⑲・ Agrユesphodru8　dohrnユSユg℃Oreごヨコヅナサツがメ
1♀（小林）195占．Ⅵ．3

37ⅠVblimS：nO且まueS．ロも1日rヤェサンがメ　2幼虫（小林）195占．打．17～18

rMユri（lao　ノタラカメムシ科）．

38、］加gus s’D．1♀　r小粒）195占．Ⅵ．7

39・Proboscldocorls sp．　2箪（小林）195占．皿．25

rBeloStOma七idae　タガメ科）

40・工且ulonycとmS japonlcu．BⅥ1111白雲roy　コオイムシ

1早川、林）195占．Ⅳ．28

rPelogmlldae　メミズムシ科）

41－0chtems marginatnSもatreillQ　ノミズムシ

18（高原町）195占．Ⅴ．4

藤rO剛は分布上珍しい瞳。）

以上●1957年掛〉1959年初夏までに固定していただいたもの。

0「高千穂峰頂上に飛んできにカノムシ額」

195d年5月22日r志和地昭一郎氏採免）

（事故ysopelta clnc七五collls S七m（1頚）ヒノホシカノムシ

（参加dWius h皿erallB ScotH1頭）クビアカサツがノ

㊤均唱ia sp．呼名未釦r近似砥28℃．ある）rl頚）

4、Oarbユa hn皿erigera t飴lorrl頗）トデカノムシ

⑤MollptOryXタはl軸inoBa Ublqr C1強）オオヘリカメムツ

6．Acanthoso皿a d珪ntまCande　ゐkoIJlev r多）　セアカツノカメムツ

㊦．A．1地1血roエde白油′kov18V Cl♀）ハサミツノカメムシ

8■Ⅴblims nodlp。S Ubユer rl）　ヤニサシがメ

壷　○軸は前記に食まれないもの。

r1959．X．18　詣）

森）宮崎県小林市（諾畠山叫ヒ如）

・・・－27－



ul堅之助

小　坂　宗　継

由　江　　　達

声　噛．　進

堀　田　泉　浩

小　野　陣．男

≡穂野　尊　剛

松　本　培　夫

舷　島　　建

木　場　　　訓

疾　畑　太　海

部　　員　　名　　噂

52．人。M　蛾

鹿良市北田町8255番地

鹿児島市鴨池町531川路アパート

52．人．3　　昆虫

鹿児島県綿毛都南範子町西の17°9

市内錦町147　迫田カ

31．人．S　　植松

福岡鞄前市倉河勘下河内1837

市内鴨池町　立喧寮

32．人．A　　昆虫

鹿児島県臼匿部吹上町田尻2520

同　　　　上

33●入．A　　甲虫

兵略県西彼杵部首邸r仲山2511

市内鴨脚T589　月野方

33．人．A　　蝶

大分県批海部耶坂ノ市即鵬匂通り

市内部元町1150　新顔方

33．人．A　　植松

飽本県玉名市高府254

市内上潮田町1940　距大村岳泉　北6

33．人．S　　檀紡

鹿本県下益城郡松橋町松橋521

市内西田町202　田方

35。入．A　　植物

市内鴨池町1849

岡　　　　上

54．人，A　　随吻

市内鴨池祈101d

同　　　　上

54．人．S　　概略

市内鴨池町病棟1714

－28－



田　中　　　洋

新　田　柴　六

富　永　文　治

井　下　底　－

丸　距　伊勢夫

伽下田　金正　敏

山　下　智　司

54。人。M　　好。甲虫

市内茶師町91

同　　　上

55。入。A　　昆虫

市内下伊敷阿るdd　県学生寮

55．人．A　　敏也

市内上髭田町盤学耶対野象

ろう。入．A　　媒

棉弼県田川再大字伊ml Old

軸内郡元真砂うむる　川畑方

35．人，E　　植暢

市内常盤削．1021

同　　　　上

34．人．A　　奴

川辺邪知労町西元5°23

市内鴨池町531　川路アパート

54．人．甘　　魚

京都市噸烏丸四条上ル

市内鴨池町虐政13d8　永井利治方

－2　9－



編　　集　　後　　記

娘稀の適合で予定より少し。遅れましたが牙2号・を発刊できまして，部員

一向．ひじよ　うなる眉びです〇才1号・と比べますと．創刷所に依搬した点な

ど，だいぶ牒摘嵐がっいてきました。内容の方は．採故地告．その他随想が主

一己，部鼠全体としての研究報告ができなかったようです。今後．この方面に

も力を入れたいと思いすす。

転読艇には次の者が当りました。

功；田　宗　鰭　　　田　中　　　韓

LEBEN　　約　2　号

昭和34年11月50　日印刷

昭和54年11月15日発行

編藤黄任　　堀田　宗膀

発　　行　　鹿児島大学生物牙二研究会

印　　刷　　鹿児島市山下呵98

明かるい怒辻

屯所　④一7385

・－50・・・－・・・
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